
令和7年版 治山林道必携 積算施工編 の訂正について（ご案内） 
 
お客様におかれましては、当協会発行の書籍をご利用いただきありがとうございます。さて、令和７年

８月に発行いたしました標記書籍につきましては、訂正を要する事項が判明しましたので、以下のとおり
謹んでお知らせ致します。 
また、当正誤表においては、令和7年12月11日に林野庁が公表した正誤表（12月18日の追加分も含

みます）も反映させております。皆様にはご不便をおかけしますことをお詫び申し上げます。  
 

第１版 令和７年10月30日 
第２版 令和７年 11月 5日 
第3版 令和７年 12月 5日 
第4版 令和７年12月12日 
第５版 令和７年12月18日 
第6版 令和8年03月04日 

【 上 巻 】 
 
（訂正箇所）上巻 中表紙扉裏面のご案内の記述 
（誤）治山林道必携（積算・施工編）令和７年版は、国が公表した令和７年４月１日以降適用する通知

及び令和７年５月31日までに公表された正誤表等をもとに編集しています。 
 
（正）治山林道必携（積算・施工編）令和７年版は、国が公表した令和７年４月１日以降適用する通知

及び令和７年７月４日までに公表された正誤表等をもとに編集しています。 
 
（訂正箇所）上巻 39ページ 表6-14 機械区分「オールケーシング掘削機（スキッド式）」の企画欄 
（誤） 本体工事でクローラクレーン［油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型・排出ガス対策型・基礎工事

用・（2011年規制）］100t吊を使用する場合 
（正） 本体工事でクローラクレーン［油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型・排出ガス対策型・基礎工事

用・（2014年規制）］100t吊を使用する場合 
 
（訂正箇所）上巻 125ページ １行目 
（誤）ケ 施工に必要な実日数の設定が困難な場合は、表９－２又は表９－３を工期設定の参考とするこ

とができる。 
（正）ケ 施工に必要な実日数の設定が困難な場合は、表 10－２又は表 10－３を工期設定の参考とする

ことができる。 
 
 



（訂正箇所）上巻 233ページ 6 ブルドーザ敷均し締固め作業の作業量の算定（築堤） 機械補助労務
の表 

（誤）  
 
 
 
 
（正） 
 
 
 
 
（訂正箇所）上巻 638ページ 8-4-2 (4)ポンプ運転管理歩掛 2)運転歩掛の「ポンプ運転管理歩掛」表
中の名称欄 
（誤）  普通作業員 
（正）  山林砂防工（普通作業員） 
 
（訂正箇所）上巻 639ページ 8-4-2 (6)単価表 2)ポンプ運転１日当たり単価表中の名称欄 
（誤）  普通作業員 
（正）  山林砂防工（普通作業員） 
 
（訂正箇所）上巻 668ページ 8-9 (6)単価表 
（誤）  （6）単価表 
（正）  （5）単価表 
 
（訂正箇所）上巻 660ページ 8単価表 (1)仮囲い設置撤去（Pタイプ）100㎡当たり単価表 
（誤）  土木一般世話役の数量欄 1.1 

普通作業員の数量欄   4.7 
（正）  土木一般世話役の数量欄 1.2 

普通作業員の数量欄   5.0 
 
 
 
 
 
 

作  業 工  種 普通作業員 

敷均し 

築  堤 
0.2 

路  体 

路  床 0.3 

作業区分 工  種 普通作業員 

敷均し 築  堤 0.2 



（訂正箇所）上巻 828ページ（3）機械運転単価表  
 機械名・バックホウ（クローラ型）（掘削・積込・積込）の指定事項欄 
（誤） 燃料消費量→58 
（正） 燃料消費量→65 
 
 機械名・バックホウ（クローラ型）（片切掘削）の指定事項欄 
（誤） 燃料消費量→58 
（正） 燃料消費量→65 
 
（訂正箇所）上巻 832ページ 1－2－2 締固め（機械はねつけ後の締固作業）  

２ 施工概要の施工フロー図 
（誤） 
 
 
 
 
 
（正） 
 
 
 
 
 
（訂正箇所）上巻 870ページ 表4．1の脚注3 2行目 
（誤）鉄筋カッタ、溶接棒、電力に関する～ 
（正）鉄筋カッタ及び電力に関する～ 
 
（訂正箇所）上巻 886ページ （5）ヘリコプター飛行経費 1）空輸費 の計算式 
（誤） 空輸費(円)＝空輸距離(km)÷空輸速度(km/hr)×1時間当たり空輸料金 
（正） 空輸費(円)＝空輸距離(km)÷空輸速度(km/h)×1時間当たり空輸料金 
 
（訂正箇所）上巻 1036ページ 

 （2）敷均し（機械）100㎡当たり単価表中 名称・振動ローラ運転の摘要欄 
（誤） 表4.8 
（正） 表4.8 

必要時応じ計上  
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機
械
は
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機
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作 

業 



（訂正箇所）上巻 1037ページ 
 （5）機械運転単価表 の小型バックホウ（クローラ型）の指定事項欄 

（誤） 運転時間＝5.7hr/日 
（正） 運転時間＝5.7h/日 
 
（訂正箇所）上巻 1117ページ 3-4鋼橋架設工（2）施工概要の図の下端 
（誤）  

 
（正） 

 
（訂正箇所）上巻 1152ページ  

（13）架設用機械設備及び工具の供用日数 表「設備及び工具の供用日数」 
（誤） 

 

〃 



（正） 

 
（訂正箇所）上巻 1152ページ  

（13）架設用機械設備及び工具の供用日数 表「設備及び工具の供用日数」の備考欄 
（誤） 
１ (略)  
２ 移動式クレーン工法で地組のある場合は、架設用クレーンの運転日数をＡ＋Ｂとする。  
３ 移動式クレーン工法で80t吊以上の架設用クレーンを使用する場合は、（ ）内の係数を乗じる。  
４・５ （略）  
６ 発動発電機の燃料、油脂類については架設等諸雑費に含まれるため、賃料のみ計上する。 
7・8 (略) 
9 高力ボル卜を使用する場合は、締付け卜ルクを自動的に記録する必要があれば高力ボル卜締付け自
動記録計を計上するものとする。 

10 ベント基礎に鋼板を用いる場合は、作業用クレーンの運転日数に基礎に係る運転日数も計上するも
のとする。 

(正） 
１ (略)  
２ 作業種別が、移動式クレーン、移動式クレーンによるステージングで地組のある場合は、架設用ク
レーンの運転日数をＡ＋Ｂとする。  
３ 作業種別が、移動式クレーン、移動式クレーンによるステージングで架設用クレーン又は合成床版
用クレーンが80t吊以上の場合は、運転日数に（ ）内の係数を乗じる。  
４・５ （略）  
６ 発動発電機の燃料、油脂類については架設等諸雑費に含まれる。 
7・8 (略) 
9 ベント基礎に鋼板を用いる場合は、作業用クレーンの運転日数に基礎に係る運転日数も計上するも
のとする。 

 

補 助 



（訂正箇所）上巻 1217ページ （2）機械運転単価表 のタイヤローラの規格欄 下端 
（誤） 運転質量8～20ｔ 
（正） 運転質量13～14ｔ 
 
（訂正箇所）上巻 1241ページ 表3.5の脚注4 
（誤） 4 炭素繊維シートの数量は、積上げにより算出するものとし、ロス率は全面貼り＋0.07、格子

貼り＋0.05とする。 
（正） 4 炭素繊維シートの数量は、積上げにより算出するものとし、ロス率は格子貼り＋0.05とす

る。 
 
 
（訂正箇所）上巻 1246ページ 7単価表 (3)不陸整正工100㎡当たり単価表の脚注 
（誤） （ ）書きは格子貼りの場合 
（正）  削除 
 
（訂正箇所）上巻 1247ページ 7単価表 (4)炭素繊維シート接着工100㎡当たり単価表の脚注 
（誤） （ ）書きは格子貼りの場合 
（正）  削除 
 
（訂正箇所）上巻 1266ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・土工 設定内容⑨ 
（誤） ⑨ 人力による築立（土羽）整形 
（正） ⑨ 人力による切土整形 
 
（訂正箇所）上巻 1267ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・土工 設定内容⑭ 
（誤） ⑭ 骨材再生工（自走式） 

作業名 作業日当たり 
標準作業量 

設置 0.29日／回 

撤去 0.29日／回 

（正） ⑭ 骨材再生工（自走式） 自走式破砕機設置・撤去 

作業名 作業日当たり 
標準作業量 

設置又は撤去 3.4回／日 

設置・撤去 1.7回／日 

 
  



（訂正箇所）上巻 1281ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・共通工（1）(法面工等)  
設定内容 ㉑コンクリート吹付工の吹付厚20cmにおける作業日当たり標準作業量の単位 

（誤） ㎥ 

（正） ㎡ 

 
（訂正箇所）上巻 1286ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・共通工（2）(土留工・擁壁
工等) 設定内容 ⑪「基礎・裏込・中詰（砕石・栗石）工（人力施工） 裏込（人力施工）」の「築立
て・敷並べ（栗石・割栗石）」の作業量欄 
（誤） 1.8㎥／日 
（正） 1.6㎥／日 
（訂正箇所）上巻 1287ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・共通工（2）(土留工・擁壁
工等) 設定内容 ⑫「基礎・裏込・中詰（砕石・栗石）工（人力施工） 中詰（人力施工）」の作業名欄 
（誤） 基礎 
（正） 中詰 
 
（訂正箇所）上巻 1288ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・共通工（2）(土留工・擁壁
工等) 設定内容 ㉓「落石防止網（ロックネット）設置工 簡易ケーブルクレーン(1.0t吊)設置・撤去 
（誤）  

 

（正） 

 

  



（訂正箇所）上巻 1291ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・共通工（2）(土留工・擁壁
工等) 設定内容 ㊲「井桁ブロック土留工 現場打基礎コンクリート打設工 
（誤）  

 
（正） 

 
 
（訂正箇所）上巻 1291ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・共通工（2）(土留工・擁壁
工等) 設定内容 ㊳のタイトル 
（誤） ㊳井桁ブロック土留工 現場打基礎コンクリート打設工 
（正） ㊳井桁ブロック土留工 圧送管組立・撤去工 
 
（訂正箇所）上巻 1292ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・共通工（2）(土留工・擁壁
工等) 設定内容 ㊹かご工(B) 機械中詰 の「長さ」欄の単位 
（誤） (㎝) 
（正） (ｍ) 
（訂正箇所）上巻 1292ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・共通工（2）(土留工・擁壁
工等) 設定内容 ㊺かご工(B) 人力中詰 の「長さ」欄の単位 
（誤） (㎝) 
（正） (ｍ) 
 
（訂正箇所）上巻 1292ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・共通工（2）(土留工・擁壁
工等) 設定内容 ㊺かご工(B) 人力中詰 の網目13㎝、高さ60㎝、幅120㎝、長さ2ｍの作業日当た
り標準作業量欄 
（誤） 2.4枚／日 
（正） 2.1枚／日 
 
（訂正箇所）上巻 1293ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・共通工（2）(土留工・擁壁
工等) 設定内容 ㊻ かご枠工 
（修正内容） 「長さ(㎝)」の項目名を「材料」へ修正 



 
（訂正箇所）上巻 1294ページ 第４編 作業日当たり標準作業量 工種名・共通工（2）(土留工・擁壁
工等) 設定内容 「 53 目地・止水板設置工 目地板設置」の「作業日当たり標準作業量」欄 
（誤） 7.6㎡／日 
（正） 9㎡／日 
 
（訂正箇所）上巻 1531ページ及び1532ページの表3.11暗渠排水管 積算条件区分一覧の作業区分に
は据付、撤去、据付・撤去の３区分がありますが、それぞれの波状管における次の呼び径欄に修正が必
要です。 
（誤） 100～1,000mm →（正） 700～1,000mm 
（誤） 1,000～1,500mm →（正） 1,100～1,500mm 
 
（訂正箇所）上巻 1533ページの表3.12暗渠排水管 代表機労材規格一覧の項目K1、R3、R４の備考
欄（３か所） 
（誤） 管種別が波状管、呼び径が700～1,500の場合 
（正） 管種別が波状管、呼び径が700～1,500mmの場合 
 
（訂正箇所）上巻 1533ページの表3.12暗渠排水管 代表機労材規格一覧の項目Z1の代表機労材規格
欄 
（誤） 暗渠排水管 波状管 呼び径1,000mm 高密度ポリエチレン管（ダブル構造） 
（正） 暗渠排水管 波状管 呼び径1,200mm 高密度ポリエチレン管（ダブル構造） 
 
（訂正箇所）上巻 1590ページ 表3.4 機械・K1の代表機労材規格欄 
（誤） バックホウ（クローラ型）［標準型・排出ガス対策型（第2次基準値）］山積0.8m3（平積

0.6m3） 
（正） バックホウ（クローラ型）［標準型・排出ガス対策型（第3次基準値）］山積0.8m3（平積

0.6m3） 
 
  



（訂正箇所）上巻 1645ページの表3.16消波根固めブロック据付け 代表機労材規格一覧の項目R1～
R3 
（誤） 

 
（正）  

 
 

【 下 巻 】 
 
（訂正箇所）下巻 11ページから17ページまでの「別表第２ 建設機械損料算定表 目次」及び「さく
いん」全ページ 

 該当ページが「令和６年版 治山林道必携（積算・施工編）」から更新されずに掲載されてしまいまし
た。正しい内容は正誤表別紙１をご覧ください。 

 
（訂正箇所）下巻 785ページ及び786ページの森林整備保全事業工事標準仕様書目次の第２編第２章工
事材料以降の項目各ページについてページずれが確認されました。表示ページより４を減じた数字が正し
いページとなります。 
正しい内容は正誤表別紙２をご覧ください。 

 
  



（訂正箇所）下巻 1493ページ 品質管理基準及び規格値表 1 セメント・コンクリート（覆工コンク
リート・吹付けコンクリートを除く。）、製造（プラント）のミキサの練混ぜ性能試験、「連続ミキサの場
合：土木学会規準 JSCE-I 502-2013の試験基準欄」 
（誤） 工事開始前及び工事中１回／年以上 
（正） 工事開始前及び工事中１回以上／12か月 
 
（訂正箇所）下巻 1606ページ 国有林野事業工事請負契約約款第30条第4項 
（誤） 発注者は、前項の規定により受注者から損害による費用の負担の請求があったときは、当該損

害の額（工事目的物等であって第13条第２項、第14条第１項若しくは第２項又は第38条第３項
の規定による検査、立会いその他受注者の工事に関する記録等により確認することができるもの
に係る額に限る。）及び当該損害の取片付けに要する費用の額の合計額（第6項において「損害合
計額」という。）のうち請負代金額の100分の１を超える額を負担しなければならない。 

（正） 発注者は、前項の規定により受注者から損害による費用の負担の請求があったときは、当該損
害の額（工事目的物等であって第13条第２項、第14条第１項若しくは第２項又は第38条第３項
の規定による検査、立会いその他受注者の工事に関する記録等により確認することができるもの
に係る損害の額に限る。）及び当該損害の取片付けに要する費用の額の合計額（以下この条におい
て「損害合計額」という。）のうち請負代金額の100分の１を超える額を負担しなければならな
い。ただし、災害応急対策又は災害復旧に関する工事における損害については、発注者が損害合
計額を負担するものとする。 

 
 
 
  



（訂正箇所）下巻 1946ページ (7)機械運転単価表 
（誤） 

 
（正） 

 
以上 
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